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株式会社紀陽銀行（頭取：松岡 靖之）は、観光庁のテーマ別観光による地方誘客事業の一環である

「歴史的資源を活用した観光まちづくりセミナー～古民家を再生し、まちの宝に変える～」を後援しま

すので、下記のとおりお知らせいたします。 

観光庁は、平成２８年度より「テーマ別観光による地方誘客事業」に取り組んでいます。今年度は、

当行提携先であるREADYFOR株式会社（代表取締役：米良 はるか）が協議会を務める「古民家等の歴史

的資源」が新たなテーマとして採択され、当事業の一環として「歴史的資源を活用した観光まちづくり

セミナー」が全国９地域、近畿地区においては和歌山県で開催されることとなりました。当行は、古民

家の活用をさらに促進するため、本セミナーを後援いたします。 

本セミナーでは、日本の古民家活用の先進事例や政府の取り組みを紹介するとともに、資金調達、国

からの支援施策など、歴史的資源である古民家の利活用を進めるうえで参考になる情報をお届けします。 

紀陽銀行は、今後も地方創生に向けて、地方自治体や教育機関、民間企業等との連携を強化してまい

ります。 

記 

【開催概要】 

日   時 平成 29 年 10月 27日（金）13：30～16：30（受付 13：00～） 

場   所 紀陽銀行東和歌山ビル３階 多目的ホール（和歌山市友田町 4丁目 123） 

定 員 先着 90 名 

参 加 費 無料 

内 容 13：40～14：10【基調講演】観光庁観光資源課課長 蔵持京治 氏 

「日本の観光と、古民家を取り巻く環境」 

14：10～14：40【講演①】一般社団法人ノオト 代表理事 金野幸雄 氏 

「歴史的資源を活用した観光まちづくり」 

14：40～15：10【講演②】株式会社地域経済活性化支援機構 (REVIC) 

マネージング・ディレクター 大田原博亮 氏 

「歴史的建造物・史跡などの保存と活用」 

【地方創生】観光庁のテーマ別観光による地方誘客事業 

「歴史的資源を活用した観光まちづくりセミナー」開催のご案内 



 15：25～16:05 【ショートピッチ（20 分 ×2）】  

紀陽銀行 地域振興部 地域活性化室長 北野暢哉  

READYFOR 株式会社 地域創生事業部 富澤由佳 氏 

「古民家利活用には欠かせない「資金調達」のススメ」 

   ～ファンド、クラウドファンディングの活かし方～ 

16：05～16：20【政府からのお知らせ】 

「農泊の推進について まちづくり連携推進室について」 

主 催 READYFOR 株式会社（運営事務局） 

協 力 観光庁/近畿運輸局 

後 援 紀陽銀行 

対 象 者 近畿県内の自治体職員、ＤＭＯ職員、民間事業者 等 

申 込 方 法 別添申込書に必要事項を記載のうえ、専用 WEB サイト・メール・FAX にてお申込

みください。 

申 込 期 限 平成 29 年 10月 20日（金） 

申 込 先 専用 WEBサイト URL：kominkasupport.jp  FAX：03-6801-5768  

メールアドレス：seminar@readyfor.jp 

問い合わせ先 READYFOR 株式会社（本セミナー担当事務局 担当：中川和哉 宛）:03-6801-5767 

 

 以 上 



READYFOR 株式会社　〒113-0033 東京都文京区本郷 5 丁目 33-10 IKB 本郷ビル 3F
担当：中川和哉　電話番号：03-6801-5767（平日 9:00～18:00）　メールアドレス：seminar@readyfor.jp

―近畿会場―

観光まちづくりセミナー
～ 古民家を再生し、まちの宝に変える ～

空き屋のまま使い道のなかった古民家がまちに人を呼び込む「宝」に生まれ変わる！
本セミナーでは、日本の古民家活用の先進事例や政府の取組を紹介するとともに、資金調達、国からの
支援施策など、歴史的資源である古民家の利活用を進めるうえで参考になる情報をお届けします。

10 月 27 日（金）
2017 年

13:30～16:30（開場 13:00）

紀陽銀行 東和歌山ビル

（JR 和歌山駅 西口 徒歩 5 分）

先着 90 名（参加無料）

会 場

お問い合わせ

和歌山市友田町４丁目１２３

定 員
事前申込制。詳細は裏面をご参照ください。

READYFOR株式会社
地域創生事業部 
富澤由佳

登
壇
者

概 要

一般社団法人ノオト
代表理事
金野幸雄 氏

株式会社地域経済活性化支援機構
（REVIC) マネージング・ディレクター

大田原博亮 氏

協力 観光庁/近畿運輸局　　 後援　紀陽銀行　　運営事務局　READYFOR 株式会社

紀陽銀行
地域振興部 地域活性化室長

北野暢哉 氏

歴史的資源を活用した



タイムスケジュール

内閣官房 歴史的資源を活用した観光まちづくり連携推進室

〒100-8918　東京都千代田区霞が関 2-1-3

下記申込書に必要事項をご記入の上、専用 WEB サイト、メール又は FAX のいずれかでお申し込みください。

お問い合わせ：READYFOR 株式会社 ( 本セミナー担当事務局 )：03-6801-5767

所属 ( 自治体・会社名等 )

申込者氏名 / 参加人数

フリガナ

部署・役職

電話番号

メールアドレス

お申込方法　 ( 近畿会場 )

※ご記入いただいた個人情報は、セミナーの運営業務の目的で利用し、その他の目的には一切利用いたしません。
※当社は、前述の行為を実施するにあたり、法律に基づき開示しなければならない場合を除き個人の同意なく第三者に開示することはありません。

個人情報の取り扱いに関して

兵庫県職員、篠山市副市長を経て現職。限界集落や農村地域の再生、歴史的建築物

活用などに取り組む。篠山市では、40 軒を超える古民家の再生を行うとともに、

起業家や事業者を誘致し、ホテル、レストラン、カフェ、工房などが立ち並ぶ、魅力的な

城下町等の街並みを実現。近年は、地域金融機関やREVICとも連携し、取組を全国に拡大。

一般社団法人ノオト 代表理事

金野幸雄 氏
KDDI、外資系戦略コンサル(現IBM)、再生投資会社を経て経営コンサルティング会社の

役員に従事。中小企業の再生を経営者として成功させ、PMとして大手企業の再生も手が

ける。現在は地域観光活性化ファンドの責任者として、観光まちづくり・地域活性化モデル

作りのため全国を飛び回る。東京大学法学部卒。中小企業診断士。

株式会社地域経済活性化支援機構（REVIC）　マネージング・ディレクター

大田原博亮 氏

大学卒業後、金融ITコンサルタントとして大手銀行向け金融システム開発業務に従事。

2015年よりReadyforに参画し、未来の実行者を生み出すべくマーケティングを担当。

年間4,000件以上のアイデア相談を受け、プロジェクト組成までのサポートを行う。

2017年8月、地方創生事業部を設立し、現職。

READYFOR 株式会社　地域創生事業部

富澤由佳

当日のプログラム

2017.10.27 Fri アクセス

登壇者

/　　名様

お申し込み先  FAX：03 - 6801 - 5768    専用 WEB サイト URL：kominkasupport.jp 申込締切：10 月 20 日 ( 金 )
当日は名刺を 2 枚ご用意ください。

該当の方はチェックをお願いいたします。 □今後のセミナー等の紹介メールを受け取らない。

13:00　開場（受付開始）

13:30 - 13:40 　来賓挨拶　
13:40 - 14:10　 基調講演　観光庁観光資源課課長　蔵持京治

…　日本の観光と、古民家を取り巻く環境

14:10 - 14:40　 講演①　一般社団法人ノオト 代表理事 金野幸雄 氏 

…　歴史的資源を活用した観光まちづくり

14:40 - 15:10　 講演②　株式会社地域経済活性化支援機構 (REVIC) 

マネージング・ディレクター　大田原 博亮 氏

…　歴史的建造物・史跡などの保存と活用

15:10 - 15:25　 休憩

15:25 - 16:05　ショートピッチ（20 分 ×2）　

紀陽銀行 地域振興部 地域活性化室長 北野暢哉 氏

READYFOR 株式会社 地域創生事業部 富澤由佳

…　古民家利活用には欠かせない「資金調達」のススメ

　　～ファンド、クラウドファンディングの活かし方～

16:05 - 16:20　政府からのお知らせ

…　農泊の推進について　まちづくり連携推進室について

16:20 - 16:30　閉会挨拶　

平成元年㈱紀陽銀行に入行。営業活動をとおして事業者や地域の課題に積極的に

取り組んできた。平成27年 4月より、地域振興部地域活性化室長として、和歌山

県内を中心に観光振興等に取り組んでいる。現在、歴史的建築物等を活用し県内

「流動人口」・「雇用」・「所得」の向上実現に向け、(一社 )ノオトや自治体、JR西

日本和歌山支社とも連携している。

紀陽銀行 地域振興部 地域活性化室長

北野暢哉 氏

※セミナー内容等は予告なく変更となる場合がございます。


